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学陽書房

平成24年版の内容現在日（平成23年12月�日）以降に公布

された、公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標

準に関する法律及び地方教育行政の組織及び運営に関する法

律の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整備

に関する政令、学校教育法施行規則及び専修学校設置基準の

一部を改正する省令などを収録した。



〇
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編

制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関

す
る
法
律
及
び
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

関
す
る
政
令

平
成
二
三
・
一
二
・
二

政

令

三

六

八

︵
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
︶

第
一
条

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標

準
に
関
す
る
法
律
施
行
令
︵
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
号
︶
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
︒

�

前
項
各
号
に
規
定
す
る
学
級
の
数
は
︑
法
第
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
算
定

す
る
も
の
と
す
る
︒

第
六
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
︑
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
︒

�

前
項
に
規
定
す
る
学
級
の
数
は
︑
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
算
定
す
る

も
の
と
す
る
︒

︵
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
教

職
員
の
給
与
及
び
報
酬
等
に
要
す
る
経
費
の
国
庫
負
担
額
の
最
高
限

度
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
︶

第
二
条

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ

き
教
職
員
の
給
与
及
び
報
酬
等
に
要
す
る
経
費
の
国
庫
負
担
額
の
最

高
限
度
を
定
め
る
政
令
︵
平
成
十
六
年
政
令
第
百
五
十
七
号
︶
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

第
一
条
第
十
一
号
中
﹁
第
十
条
﹂
を
﹁
第
十
条
第
一
項
﹂
に
改
め

る
︒

附

則

こ
の
政
令
は
︑
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒

〇
大
学
院
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
︵
抄
︶

平
成
二
四
・
三
・
一
四

文

科

令

六

︵
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
改
正
︶

第
一
条

大
学
院
設
置
基
準
︵
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八

号
︶
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

第
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
︒

︵
入
学
者
選
抜
︶

第
一
条
の
三

入
学
者
の
選
抜
は
︑
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ

り
︑
適
切
な
体
制
を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
︒

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
︒

︵
博
士
課
程
の
前
期
の
課
程
の
取
扱
い
︶

第
十
六
条
の
二

第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
修
士
課
程
と
し
て

取
り
扱
う
も
の
と
す
る
博
士
課
程
の
前
期
の
課
程
の
修
了
の
要
件

は
︑
当
該
博
士
課
程
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
︑
前
条
に
規
定
す
る
大
学
院
の
行
う
修
士
論
文
又

は
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
の
審
査
及
び
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
に
代
え
て
︑
大
学
院
が
行
う
次
に
掲
げ
る
試
験
及
び

審
査
に
合
格
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

一

専
攻
分
野
に
関
す
る
高
度
の
専
門
的
知
識
及
び
能
力
並
び
に

当
該
専
攻
分
野
に
関
連
す
る
分
野
の
基
礎
的
素
養
で
あ
つ
て
当

該
前
期
の
課
程
に
お
い
て
修
得
し
︑
又
は
涵
養
す
べ
き
も
の
に

つ
い
て
の
試
験

二

博
士
論
文
に
係
る
研
究
を
主
体
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要

な
能
力
で
あ
つ
て
当
該
前
期
の
課
程
に
お
い
て
修
得
す
べ
き
も

3



の
に
つ
い
て
の
審
査

第
三
十
三
条
第
一
項
中
﹁
第
十
六
条
﹂
の
下
に
﹁︵
第
四
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
修
士
課
程
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
博
士
課

程
の
前
期
の
課
程
に
あ
つ
て
は
︑
第
十
六
条
及
び
第
十
六
条
の
二
︶﹂

を
加
え
る
︒

︵
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
︶

第
二
条

学
校
教
育
法
施
行
規
則
︵
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一

号
︶
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

第
百
五
十
六
条
第
四
号
中
﹁
第
百
六
十
二
条
﹂
を
﹁
次
号
及
び
第

百
六
十
二
条
﹂
に
改
め
︑
同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
︑
第
五
号

を
第
六
号
と
し
︑
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
︒

五

外
国
の
学
校
︑
第
三
号
の
指
定
を
受
け
た
教
育
施
設
又
は
国

際
連
合
大
学
の
教
育
課
程
を
履
修
し
︑
大
学
院
設
置
基
準
第
十

六
条
の
二
に
規
定
す
る
試
験
及
び
審
査
に
相
当
す
る
も
の
に
合

格
し
︑
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
者

︵
学
位
規
則
の
一
部
改
正
︶

第
三
条

学
位
規
則
︵
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
︶
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

第
三
条
第
二
項
中
﹁
第
十
六
条
﹂
の
下
に
﹁
及
び
第
十
六
条
の

二
﹂
を
加
え
る
︒

第
五
条
の
見
出
し
を
﹁︵
学
位
の
授
与
に
係
る
審
査
へ
の
協
力
︶﹂

に
改
め
︑
同
条
中
﹁
学
位
論
文
の
﹂
を
削
る
︒

附

則

こ
の
省
令
は
︑
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
︒

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修

学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

平
成
二
四
・
三
・
三
〇

文

科

令

一

四

︵
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
︶

第
一
条

学
校
教
育
法
施
行
規
則
︵
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一

号
︶
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

第
五
条
第
一
項
中
﹁
並
び
に
第
三
項
﹂
を
﹁
︑
第
三
項
並
び
に
第

百
八
十
七
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
﹂
に
改
め
る
︒

第
百
八
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
︒

第
百
八
十
三
条
の
二

専
修
学
校
設
置
基
準
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
置
か
れ
る
専
修
学
校
の
学
科
の
う
ち
︑
同
令
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
に
お
い
て
は
︑
学
年

に
よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を
設
け
︑
各
学
年
ご
と
に
︑
当
該
学
年

に
お
け
る
生
徒
の
平
素
の
成
績
を
評
価
し
て
︑
当
該
学
年
の
課
程

の
修
了
の
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
同
項
に
規
定
す
る
学
科
に
お
い

て
は
︑
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
︑
学
年
に
よ
る
教
育
課
程

の
区
分
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
︒

第
百
八
十
三
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
に
お
い
て
︑

全
課
程
の
修
了
を
認
め
る
に
当
た
つ
て
は
︑
専
修
学
校
設
置
基
準

第
十
七
条
︵
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
学
年
に
よ
る
教
育
課
程

の
区
分
を
設
け
な
い
学
科
に
あ
つ
て
は
同
令
第
二
十
七
条
︑
同
令

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学
科
に
あ
つ
て
は
同
令
第

三
十
七
条
︶
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
者
に
つ
い
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

第
百
八
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
︒

た
だ
し
︑
第
百
八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
学
年
に

よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
学
科
及
び
専
修
学
校
設
置
基

準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学
科
に
あ
つ
て
は
︑
課

程
の
修
了
に
必
要
な
総
単
位
数
が
別
に
定
め
る
単
位
数
以
上
で
あ

る
こ
と
︒

第
百
八
十
七
条
中
﹁
第
四
条
﹂
を
﹁
第
四
条
第
一
項
﹂
に
改
め
︑

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
︒

�

専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学

科
を
置
く
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
︑
前
項
で
準
用
す
る
第
三
条
の

学
則
中
に
︑
前
項
で
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
ほ
か
︑
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

一

通
信
教
育
を
行
う
区
域
に
関
す
る
事
項

二

面
接
に
よ
る
指
導
の
実
施
に
係
る
体
制
に
関
す
る
事
項

第
百
八
十
九
条
中
﹁
︑
第
五
十
七
条
﹂
を
削
る
︒

︵
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
改
正
︶

第
二
条

専
修
学
校
設
置
基
準
︵
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
︶

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

目
次
中
﹁
第
三
章

教
育
課
程
等
︵
第
八
条
︱
第
十
六
条
︶
﹂
を

﹁
第
三
章

教
育
課
程
等

第
一
節

通
則
︵
第
八
条
︱
第
十
五
条
︶

第
二
節

昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
の
教
育
課
程
等
︵
第
十
六

第
三
節

単
位
制
に
よ
る
昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
の
教
育
課

第
四
節

通
信
制
の
学
科
の
教
育
課
程
等
︵
第
二
十
九
条
︱
第
三

条
︱
第
十
九
条
︶

に
︑﹁
第
十
七
条
︱
第
二
十

程
等
︵
第
二
十
条
︱
第
二
十
八
条
︶

十
八
条
︶

﹂

条
﹂
を
﹁
第
三
十
九
条
︱
四
十
三
条
﹂
に
︑﹁
第
二
十
一
条
︱
第
二

十
八
条
﹂
を
﹁
第
四
十
四
条
︱
五
十
二
条
﹂
に
改
め
る
︒

第
二
条
第
一
項
中
﹁
組
織
﹂
の
下
に
﹁︵
以
下
﹁
基
本
組
織
﹂
と

い
う
︒︶﹂
を
加
え
︑
同
条
第
二
項
中
﹁
前
項
の
組
織
﹂
を
﹁
基
本
組

織
﹂
に
改
め
る
︒

第
三
条
第
一
項
中
﹁
前
条
第
一
項
の
組
織
に
は
︑﹂
を
﹁
基
本
組

織
に
は
︑
専
攻
に
よ
り
﹂
に
改
め
る
︒

第
四
条
中
﹁
第
二
条
第
一
項
の
組
織
に
は
︑﹂
を
﹁
基
本
組
織
に

は
︑
昼
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
科
︵
以
下
﹁
昼
間
学
科
﹂
と
い

う
︒︶
又
は
﹂
に
︑﹁
夜
間
学
科
等
﹂
を
﹁
夜
間
等
学
科
﹂
に
改
め

る
︒第

五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
︒

︵
通
信
制
の
学
科
の
設
置
︶

第
五
条

昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
を
置
く
基
本
組
織
に
は
︑
通

信
に
よ
る
教
育
を
行
う
学
科
︵
当
該
基
本
組
織
に
置
か
れ
る
昼
間

学
科
又
は
夜
間
等
学
科
と
専
攻
分
野
を
同
じ
く
す
る
も
の
に
限

る
︒
以
下
﹁
通
信
制
の
学
科
﹂
と
い
う
︒︶
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
︒

�

通
信
制
の
学
科
は
︑
通
信
に
よ
る
教
育
に
よ
つ
て
十
分
な
教
育

効
果
が
得
ら
れ
る
専
攻
分
野
に
つ
い
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
︒

第
三
章
中
第
八
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
︒

第
一
節

通
則

第
二
十
八
条
を
第
五
十
二
条
と
し
︑
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七

条
ま
で
を
二
十
四
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
︒

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
﹁︵
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
の
み

を
置
く
専
修
学
校
の
校
舎
の
面
積
︶﹂
に
改
め
︑
同
条
中
﹁
専
修
学

校
の
﹂
を
﹁
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
の
み
を
置
く
専
修
学
校

の
﹂
に
改
め
︑﹁
定
め
る
﹂
の
下
に
﹁
区
分
に
応
じ
︑
当
該
各
号
に

定
め
る
﹂
を
加
え
︑
同
条
第
一
号
中
﹁
も
の
に
あ
つ
て
は
︑
別
表
第

二
イ
﹂
を
﹁
も
の

別
表
第
二
イ
﹂
に
︑
同
条
第
二
号
中
﹁
も
の
に

あ
つ
て
は
︑
次
の
﹂
を
﹁
も
の

次
の
﹂
に
改
め
︑
同
条
を
第
四
十

七
条
と
し
︑
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
︒

︵
通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
の
校
舎
等
︶

第
四
十
八
条

通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
目
的
︑
生
徒

数
又
は
課
程
に
応
じ
︑
当
該
通
信
制
の
学
科
に
係
る
第
四
十
六
条

各
項
に
規
定
す
る
施
設
を
備
え
る
ほ
か
︑
特
に
添
削
等
に
よ
る
指

導
並
び
に
印
刷
教
材
等
の
保
管
及
び
発
送
の
た
め
の
施
設
に
つ
い

て
︑
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
︒

�

通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
の
校
舎
の
面
積
は
︑
当
該
専

修
学
校
の
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
の
校
舎
に
つ
い
て
前
条
の

規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
面
積
と
︑
当
該
専
修
学
校
の
通
信
制
の

学
科
の
校
舎
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
︑
当
該

各
号
に
定
め
る
面
積
と
を
合
計
し
た
面
積
以
上
と
す
る
︒
た
だ

し
︑
地
域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
り
︑
か
つ
︑

教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
︑
こ
の
限
り
で
な
い
︒

一

一
の
課
程
に
一
の
分
野
に
つ
い
て
の
み
通
信
制
の
学
科
を
置

く
も
の

別
表
第
四
イ
の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積

二

一
の
課
程
に
二
以
上
の
分
野
に
つ
い
て
通
信
制
の
学
科
を
置

く
も
の
又
は
二
若
し
く
は
三
の
課
程
に
そ
れ
ぞ
れ
一
若
し
く
は

二
以
上
の
分
野
に
つ
い
て
通
信
制
の
学
科
を
置
く
も
の

次
の

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
面
積
を
合
計
し
た
面
積

イ

こ
れ
ら
の
課
程
ご
と
の
分
野
の
う
ち
別
表
第
四
イ
の
表
第

四
欄
の
生
徒
総
定
員
八
十
人
ま
で
の
面
積
が
最
大
と
な
る
い

ず
れ
か
一
の
分
野
に
つ
い
て
同
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積

ロ

こ
れ
ら
の
課
程
ご
と
の
分
野
の
う
ち
前
イ
の
分
野
以
外
の

分
野
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
四
ロ
の
表
に
よ
り
算
定
し

た
面
積
を
合
計
し
た
面
積

第
二
十
三
条
を
第
四
十
六
条
と
し
︑
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
二
条

ま
で
を
二
十
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
︒

第
十
七
条
の
見
出
し
を
﹁︵
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
の
み
を

置
く
専
修
学
校
の
教
員
数
︶﹂
に
改
め
︑
同
条
第
一
項
中
﹁
専
修
学

校
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
を
﹁
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科

の
み
を
置
く
専
修
学
校
に
お
け
る
﹂
に
︑
﹁
と
こ
ろ
に
よ
る
﹂
を

﹁
数
以
上
と
す
る
﹂
に
改
め
︑
同
条
第
二
項
中
﹁
常
勤
の
﹂
を
﹁
専

ら
当
該
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
に
従
事
す
る
﹂
に
改
め
︑
﹁
含

む
︒﹂
の
下
に
﹁
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
︒﹂

を
︑﹁
た
だ
し
︑
﹂
の
下
に
﹁
当
該
﹂
を
加
え
︑
同
条
第
三
項
を
削

り
︑
同
条
を
第
三
十
九
条
と
し
︑
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
︒︵

通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
の
教
員
数
︶

第
四
十
条

通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
に
お
け
る
教
員
の
数

は
︑
別
表
第
一
に
定
め
る
数
と
別
表
第
三
に
定
め
る
数
と
を
合
計

し
た
数
以
上
と
す
る
︒

�

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
専
任
の
教
員
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒
た
だ
し
︑
当
該
専
任
の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ
と

が
で
き
な
い
︒

第
十
六
条
第
一
項
中
﹁
専
門
課
程
の
﹂
を
﹁
専
門
課
程
に
お
け
る

生
徒
の
学
修
の
成
果
を
証
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
︑
当
該

生
徒
が
履
修
し
た
﹂
に
︑﹁
場
合
に
お
い
て
﹂
を
﹁
と
き
﹂
に
改
め
︑

﹁
標
準
と
し
﹂
の
下
に
﹁
︑
専
修
学
校
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
つ

つ
﹂
を
加
え
︑
﹁
単
位
数
に
換
算
す
る
﹂
を
﹁
行
う
﹂
に
改
め
︑
第

三
章
中
同
条
を
第
十
九
条
と
し
︑
同
条
の
次
に
次
の
二
節
を
加
え

る
︒

第
三
節

単
位
制
に
よ
る
昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
の

教
育
課
程
等

︵
単
位
制
に
よ
る
昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
の
授
業
時
数
︶

第
二
十
条

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
学
校
教
育

法
施
行
規
則
第
百
八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
学
年
に
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よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
学
科
︵
以
下
﹁
単
位
制
に
よ

る
学
科
﹂
と
い
う
︒︶
の
う
ち
昼
間
学
科
で
あ
る
も
の
の
一
年
間

の
授
業
時
数
は
︑
八
百
単
位
時
間
以
上
で
あ
り
︑
か
つ
︑
次
の
各

号
に
掲
げ
る
課
程
の
区
分
に
応
じ
︑
当
該
各
号
に
定
め
る
単
位
数

を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
授
業
時
数
を
下
ら
な
い
も
の
と
す

る
︒

一

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程

二
十
三
単
位

二

専
門
課
程

三
十
単
位

�

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
単
位
制
に
よ
る
学

科
の
う
ち
夜
間
等
学
科
で
あ
る
も
の
の
一
年
間
の
授
業
時
数
は
︑

四
百
五
十
単
位
時
間
以
上
で
あ
り
︑
か
つ
︑
次
の
各
号
に
掲
げ
る

課
程
の
区
分
に
応
じ
︑
当
該
各
号
に
定
め
る
単
位
数
を
修
得
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
授
業
時
数
を
下
ら
な
い
も
の
と
す
る
︒

一

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程

十
三
単
位

二

専
門
課
程

十
七
単
位

︵
多
様
な
授
業
科
目
の
開
設
等
︶

第
二
十
一
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
に
お
い
て

は
︑
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
の
機
会
に
対
す
る
多
様
な
要
請
に

こ
た
え
︑
当
該
専
修
学
校
の
教
育
の
目
的
に
応
じ
︑
多
様
な
授
業

科
目
の
開
設
︑
複
数
の
時
間
帯
又
は
特
定
の
時
期
に
お
け
る
授
業

の
実
施
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
︒

︵
単
位
の
授
与
︶

第
二
十
二
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
に
お
い
て
は
︑
一
の
授
業
科
目

を
履
修
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
︑
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
︑
審
査
︑
試
験
そ
の
他
の
専
修
学
校
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま

え
た
適
切
な
方
法
で
︑
学
修
の
成
果
を
評
価
し
た
上
︑
単
位
を
与

え
る
も
の
と
す
る
︒

︵
各
授
業
科
目
の
単
位
数
︶

第
二
十
三
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
に
お
け
る
各
授
業
科
目
の
単
位

数
は
︑
専
修
学
校
に
お
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
︒

�

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
︑
前

項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
︑
三
十
五
単
位
時
間
の
授

業
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
︒

�

専
門
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
︑
第
一
項
の
単
位
数

を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
︑
一
単
位
の
授
業
科
目
を
四
十
五
時
間

の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
つ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準
と

し
︑
専
修
学
校
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
授
業
の
方
法
に

応
じ
︑
当
該
授
業
に
よ
る
教
育
効
果
︑
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学

修
等
を
考
慮
し
て
︑
次
の
基
準
に
よ
り
単
位
数
を
計
算
す
る
も
の

と
す
る
︒

一

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
︑
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間
ま

で
の
範
囲
で
専
修
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一
単

位
と
す
る
︒

二

実
験
︑
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
︑
三
十
時
間
か
ら
四
十

五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
専
修
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も

つ
て
一
単
位
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
芸
術
等
の
分
野
に
お
け
る
個

人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
︑
専
修
学
校
が
定
め

る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

三

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
︑
講
義
若
し
く
は
演
習
又
は
実

験
︑
実
習
若
し
く
は
実
技
の
う
ち
二
以
上
の
方
法
の
併
用
に
よ

り
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
組
合
せ
に
応
じ
︑
前
二
号
に

規
定
す
る
基
準
を
考
慮
し
て
専
修
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業

を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
卒
業
研
究
︑
卒
業
制
作
等
の
授

業
科
目
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ら
の
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位

を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
︑
こ
れ
ら
に

必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
︑
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
︒

︵
履
修
科
目
の
登
録
の
上
限
︶

第
二
十
四
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
生
徒
が

各
年
次
に
わ
た
つ
て
適
切
に
授
業
科
目
を
履
修
す
る
た
め
︑
単
位

制
に
よ
る
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
と
し
て
生
徒
が

修
得
す
べ
き
単
位
数
に
つ
い
て
︑
生
徒
が
一
年
間
又
は
一
学
期
に

履
修
す
る
授
業
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
の

上
限
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

︵
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
︶

第
二
十
五
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
専
修
学

校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑
生
徒
が
︑
職
業
を
有
し
て
い
る
等

の
事
情
に
よ
り
︑
修
業
年
限
を
超
え
て
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
計

画
的
に
当
該
単
位
制
に
よ
る
学
科
の
教
育
課
程
を
履
修
し
卒
業
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
︑
そ
の
計
画
的
な
履

修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒

︵
単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
に
お
け
る
科
目
等
履
修

生
︶

第
二
十
六
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
に
お
い
て

は
︑
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
専
修
学
校
の
授
業
科
目
を
履
修
す

る
者
︵
以
下
﹁
科
目
等
履
修
生
﹂
と
い
う
︒︶
に
対
し
︑
多
様
な

教
育
の
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
︒

�

高
等
課
程
の
単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
当
該

単
位
制
に
よ
る
学
科
の
生
徒
が
当
該
専
修
学
校
に
入
学
す
る
前
に

科
目
等
履
修
生
と
し
て
専
修
学
校
の
高
等
課
程
又
は
専
門
課
程
に

お
け
る
授
業
科
目
を
履
修
し
て
い
る
場
合
︑
教
育
上
有
益
と
認
め

る
と
き
は
︑
当
該
科
目
等
履
修
生
と
し
て
の
履
修
を
︑
当
該
入
学

し
た
専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
単
位
制
に
よ
る
学
科
に
お
け
る
授

業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
︑
そ
の
成
果
に
つ
い
て
単
位
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
︒

�

専
門
課
程
の
単
位
制
に
よ
る
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
当
該

単
位
制
に
よ
る
学
科
の
生
徒
が
当
該
専
修
学
校
に
入
学
す
る
前
に

科
目
等
履
修
生
と
し
て
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
け
る
授
業
科

目
を
履
修
し
て
い
る
場
合
︑
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
︑
当

該
科
目
等
履
修
生
と
し
て
の
履
修
を
︑
当
該
入
学
し
た
専
修
学
校

の
専
門
課
程
の
単
位
制
に
よ
る
学
科
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修

と
み
な
し
︑
そ
の
成
果
に
つ
い
て
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
︒

︵
単
位
制
に
よ
る
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
︶

第
二
十
七
条

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
単
位
制

に
よ
る
学
科
の
う
ち
昼
間
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件

は
︑
当
該
昼
間
学
科
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
︑
次
の
各

号
に
掲
げ
る
課
程
の
区
分
に
応
じ
︑
当
該
各
号
に
定
め
る
単
位
数

以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
︒

一

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程

二
十
三
単
位
に
当
該
昼
間
学
科

の
修
業
年
限
の
年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
単
位
数

二

専
門
課
程

三
十
単
位
に
当
該
昼
間
学
科
の
修
業
年
限
の
年

数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
単
位
数

�

第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
単
位
制
に
よ
る
学

科
の
う
ち
夜
間
等
学
科
で
あ
る
も
の
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の

要
件
は
︑
当
該
夜
間
等
学
科
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
︑

次
の
各
号
に
掲
げ
る
課
程
の
区
分
に
応
じ
︑
当
該
各
号
に
掲
げ
る

単
位
数
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
︒

一

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程

十
三
単
位
に
当
該
夜
間
等
学
科

の
修
業
年
限
の
年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
単
位
数

︵
当
該
単
位
数
が
二
十
三
単
位
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
︑

二
十
三
単
位
︶

二

専
門
課
程

十
七
単
位
に
当
該
夜
間
等
学
科
の
修
業
年
限
の

年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
単
位
数
︵
当
該
単
位
数
が

三
十
単
位
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
︑
三
十
単
位
︶

︵
単
位
制
に
よ
る
学
科
に
係
る
読
替
え
︶

第
二
十
八
条

単
位
制
に
よ
る
学
科
に
係
る
第
十
条
か
ら
第
十
三
条

ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ら
の
規
定
中
﹁
授
業
時

数
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
単
位
数
﹂
と
︑
第
十
条
︑
第
十
一
条
第
一
項

及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
中

﹁
履
修
と
み
な
す
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
履
修
と
み
な
し
︑
単
位
を
与

え
る
﹂
と
︑
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
中

﹁
前
項
に
よ
り
当
該
高
等
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み

な
す
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
前
項
に
よ
り
与
え
る
﹂
と
︑
第
十
一
条
第

四
項
及
び
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
中
﹁
当
該
専
門
課
程
に
お
け

る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
す
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
前
項
に
よ
り
与

え
る
﹂
と
︑
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
中
﹁
履
修
し

た
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
修
得
し
た
﹂
と
︑
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定

中
﹁
授
業
の
方
法
に
よ
る
授
業
科
目
の
履
修
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
授

業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
﹂
と
す
る
︒

第
四
節

通
信
制
の
学
科
の
教
育
課
程
等

︵
通
信
制
の
学
科
の
授
業
時
数
︶

第
二
十
九
条

通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
対
面
に
よ
り
行
う
実
習
︑

実
技
︑
実
験
︑
演
習
又
は
講
義
の
授
業
︵
以
下
﹁
対
面
授
業
﹂
と

い
う
︒︶
の
授
業
時
数
は
︑
一
年
間
に
わ
た
り
百
二
十
単
位
時
間

以
上
と
す
る
︒

︵
通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
授
業
の
方
法
等
︶

第
三
十
条

通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
授
業
は
︑
印
刷
教
材
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
教
材
を
送
付
又
は
指
定
し
︑
主
と
し
て
こ
れ
ら
に

よ
り
学
修
さ
せ
る
授
業
︵
以
下
﹁
印
刷
教
材
等
に
よ
る
授
業
﹂
と

い
う
︒︶
と
対
面
授
業
と
の
併
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
︒

�

通
信
制
の
学
科
に
お
い
て
は
︑
前
項
に
掲
げ
る
授
業
の
ほ
か
︑

第
十
三
条
第
一
項
の
方
法
に
よ
る
授
業
︵
以
下
﹁
遠
隔
授
業
﹂
と

い
う
︒︶
を
加
え
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
︒

�

印
刷
教
材
等
に
よ
る
授
業
の
実
施
に
当
た
つ
て
は
︑
添
削
等
に

よ
る
指
導
を
併
せ
行
う
も
の
と
す
る
︒

第
三
十
一
条

通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
授
業
は
︑
定
期
試
験
等
を

含
め
︑
年
間
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
︒

︵
通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
添
削
等
の
た
め
の
組
織
等
︶

第
三
十
二
条

通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
添
削
等
に
よ

る
指
導
及
び
教
育
相
談
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
︑
適
当
な
組
織

等
を
設
け
る
も
の
と
す
る
︒

︵
主
た
る
校
地
か
ら
遠
く
隔
た
つ
た
場
所
に
設
け
ら
れ
る
施
設
に

お
け
る
指
導
の
体
制
等
︶

第
三
十
三
条

通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
は
︑
主
た
る
校
地

か
ら
遠
く
隔
た
つ
た
場
所
に
面
接
に
よ
る
指
導
を
行
う
た
め
の
施

設
を
設
け
る
場
合
に
は
︑
主
た
る
校
地
に
お
い
て
指
導
を
行
う
教

員
組
織
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
︑
当
該
施
設
に
お
け
る
指
導
を
適

切
に
行
う
た
め
の
体
制
を
整
え
る
も
の
と
す
る
︒
こ
の
場
合
に
お

い
て
︑
当
該
施
設
は
︑
主
た
る
校
地
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
区

域
内
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

︵
授
業
科
目
の
開
設
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
︶

第
三
十
四
条

第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま

で
の
規
定
は
︑
通
信
制
の
学
科
を
置
く
専
修
学
校
に
︑
第
二
十
二

条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
通
信
制
の
学
科
に
準
用
す
る
︒

︵
印
刷
教
材
等
に
よ
る
授
業
科
目
の
単
位
数
︶

第
三
十
五
条

通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
印
刷
教
材
等
に
よ
る
授
業

の
授
業
科
目
に
つ
い
て
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
︑
前
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
︑
次
の
各
号
に
掲
げ
る
課
程
の
区
分
に
応
じ
︑
当
該

各
号
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
単
位
数
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
︒

一

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程

三
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
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す
る
印
刷
教
材
等
の
学
修
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
︒

二

専
門
課
程

四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
印
刷
教
材

等
の
学
修
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
︒

第
三
十
六
条

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
︑
印
刷
教
材
等
に
よ
る
授

業
と
対
面
授
業
又
は
遠
隔
授
業
と
の
併
用
に
よ
り
行
う
場
合
に
お

い
て
は
︑
そ
の
組
合
せ
に
応
じ
︑
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
前
条
に
規
定
す
る
基

準
を
考
慮
し
て
︑
当
該
授
業
科
目
の
単
位
数
を
定
め
る
も
の
と
す

る
︒

︵
通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
︶

第
三
十
七
条

通
信
制
の
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件

は
︑
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
︒

一

当
該
通
信
制
の
学
科
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
︑
次

の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
課
程
の
区
分
に
応
じ
︑
そ
れ
ぞ
れ
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
単
位
数
以
上
を
修
得
す
る
こ
と

イ

高
等
課
程
又
は
一
般
課
程

十
三
単
位
に
当
該
通
信
制
の

学
科
の
修
業
年
限
の
年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
単

位
数
︵
当
該
単
位
数
が
二
十
三
単
位
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ

て
は
︑
二
十
三
単
位
︶

ロ

専
門
課
程

十
七
単
位
に
当
該
通
信
制
の
学
科
の
修
業
年

限
の
年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
単
位
数
︵
当
該
単

位
数
が
三
十
単
位
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
︑
三
十
単

位
︶

二

百
二
十
単
位
時
間
に
当
該
通
信
制
の
学
科
の
修
業
年
限
の
年

数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
授
業
時
数
以
上
の
対
面
授
業

を
履
修
す
る
こ
と

︵
通
信
制
の
学
科
に
係
る
読
替
え
︶

第
三
十
八
条

通
信
制
の
学
科
に
係
る
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ら
の
規
定
中
﹁
授
業
時
数
﹂

と
あ
る
の
は
﹁
単
位
数
﹂
と
︑
第
十
条
︑
第
十
一
条
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
中
﹁
履
修

と
み
な
す
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
履
修
と
み
な
し
︑
単
位
を
与
え
る
﹂

と
︑
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
中
﹁
前
項

に
よ
り
当
該
高
等
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
す
﹂

と
あ
る
の
は
﹁
前
項
に
よ
り
与
え
る
﹂
と
︑
第
十
一
条
第
四
項
及

び
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
中
﹁
当
該
専
門
課
程
に
お
け
る
授
業

科
目
の
履
修
と
み
な
す
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
前
項
に
よ
り
与
え
る
﹂

と
︑
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
中
﹁
履
修
し
た
﹂
と

あ
る
の
は
﹁
修
得
し
た
﹂
と
︑
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
中
﹁
授

業
の
方
法
に
よ
る
授
業
科
目
の
履
修
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
授
業
の
方

法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
﹂
と
す
る
︒

第
十
五
条
中
﹁
高
等
課
程
の
﹂
を
﹁
高
等
課
程
に
お
け
る
生
徒
の

学
修
の
成
果
を
証
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
︑
当
該
生
徒
が

履
修
し
た
﹂
に
︑﹁
場
合
に
お
い
て
﹂
を
﹁
と
き
﹂
に
︑﹁
三
十
五
時

間
﹂
を
﹁
三
十
五
単
位
時
間
﹂
に
改
め
︑
同
条
を
第
十
八
条
と
す

る
︒第

十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
同
条
の
次
に
次
の
節
名
及
び
二
条
を

加
え
る
︒

第
二
節

昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
の
教
育
課
程
等

︵
昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
の
授
業
時
数
︶

第
十
六
条

昼
間
学
科
の
授
業
時
数
は
︑
一
年
間
に
わ
た
り
八
百
単

位
時
間
以
上
と
す
る
︒

�

夜
間
等
学
科
の
授
業
時
数
は
︑
一
年
間
に
わ
た
り
四
百
五
十
単

位
時
間
以
上
と
す
る
︒

︵
昼
間
学
科
及
び
夜
間
等
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
︶

第
十
七
条

昼
間
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
︑
八
百

単
位
時
間
に
修
業
年
限
の
年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
授

業
時
数
以
上
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
と
す
る
︒

�

夜
間
等
学
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
︑
四
百
五
十

単
位
時
間
に
修
業
年
限
の
年
数
を
乗
じ
て
得
た
授
業
時
数
︵
当
該

授
業
時
数
が
八
百
単
位
時
間
を
下
回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
︑
八
百

単
位
時
間
︶
以
上
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
と
す
る
︒

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
︑
第
十
二
条
第
二
項
中
﹁
課
程
﹂
を

﹁
全
課
程
﹂
に
改
め
︑
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
︒

第
十
一
条
第
一
項
中
﹁
第
十
四
条
﹂
を
﹁
第
十
五
条
﹂
に
改
め
︑

同
条
第
二
項
中
﹁
第
九
条
第
一
項
﹂
を
﹁
第
十
条
第
一
項
﹂
に
改

め
︑
同
条
第
三
項
中
﹁
第
十
四
条
﹂
を
﹁
第
十
五
条
﹂
に
改
め
︑
同

条
第
四
項
中
﹁
第
九
条
第
二
項
﹂
を
﹁
第
十
条
第
二
項
﹂
に
改
め
︑

同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
︒

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
︑
第
九
条
を
第
十
条
と
し
︑
第
八
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
︒

︵
単
位
時
間
︶

第
九
条

専
修
学
校
の
授
業
に
お
け
る
一
単
位
時
間
は
︑
五
十
分
と

す
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
︒

別
表
第
一
中
﹁
専
修
学
校
の
教
員
数
︵
第
十
七
条
関
係
︶
﹂
を

﹁
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
に
係
る
教
員
数
︵
第
三
十
九
条
関

係
︶
﹂
に
改
め
︑
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
︒

備
考一

こ
の
表
の
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
︑
学
科
の
属

す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い
う
︒

二

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

て
は
︑
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
︑
相
当
数
の
教
員
を
増
員

す
る
も
の
と
す
る
︒

イ

昼
間
学
科
と
夜
間
等
学
科
と
を
併
せ
置
く
場
合

ロ

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
専
修
学
校
の
生
徒
以
外

の
者
で
当
該
専
修
学
校
の
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を
履

修
す
る
者
︵
以
下
﹁
科
目
等
履
修
生
﹂
と
い
う
︒
︶
そ
の

他
の
生
徒
以
外
の
者
を
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
超
え
て
相
当
数
受
け
入
れ
る

場
合

別
表
第
二
中
﹁
専
修
学
校
の
校
舎
面
積
︵
第
二
十
四
条
関
係
︶﹂
を
﹁
昼
間
学
科
又
は
夜
間
等
学
科
に
係

る
校
舎
面
積
︵
第
四
十
七
条
関
係
︶﹂
に
改
め
︑
同
表
イ
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
︒

備
考一

こ
の
表
の
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
︑
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い

う
︒︵
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
︒︶

二

科
目
等
履
修
生
そ
の
他
の
生
徒
以
外
の
者
を
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
超
え
て

相
当
数
受
け
入
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
︑
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
︑
相
当
の
面
積
を
増
加
す
る
も

の
と
す
る
︒︵
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
︒︶

別
表
第
二
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
︒

別
表
第
三

通
信
制
の
学
科
に
係
る
教
員
数
︵
第
四
十
条
関
係
︶

課
程
の

区

分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区

分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と

の
生
徒
総
定
員
の
区
分

教

員

数

高
等
課
程

又
は
専
門

課
程

工
業
関
係
︑
農
業
関
係
︑

医
療
関
係
︑
衛
生
関
係
又

は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま

で二
百
一
人
か
ら
八
百
人
ま

で八
百
一
人
か
ら
千
七
百
人

ま
で

千
七
百
一
人
以
上

33
＋生

徒
総
定
員
−

8
0

6
0

5
＋生

徒
総
定
員
−

2
0
0

7
5

3
＋生

徒
総
定
員
−

8
0
0

9
0

3
＋生

徒
総
定
員
−

1
7
0
0

1
0
5

商
業
実
務
関
係
︑
服
飾
・

家
政
関
係
又
は
文
化
・
教

養
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま

で二
百
一
人
か
ら
六
百
五
十

人
ま
で

六
百
五
十
一
人
か
ら
千
三

百
七
十
人
ま
で

千
三
百
七
十
一
人
以
上

3

3
＋生

徒
総
定
員
−

8
0

6
0

5
＋生

徒
総
定
員
−

2
0
0

7
5

1
1＋生

徒
総
定
員
−

6
5
0

9
0

1
9＋生

徒
総
定
員
−

1
3
7
0

1
0
5

一
般
課
程

工
業
関
係
︑
農
業
関
係
︑

医
療
関
係
︑
衛
生
関
係
︑

教
育
・
社
会
福
祉
関
係
︑

商
業
実
務
関
係
︑
服
飾
・

家
政
関
係
又
は
文
化
・
教

養
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま

で二
百
一
人
か
ら
千
百
人
ま

で千
百
一
人
以
上

33
＋生

徒
総
定
員
−

8
0

6
0

5
＋生

徒
総
定
員
−

2
0
0

9
0

1
5＋生

徒
総
定
員
−

1
1
0
0

1
0
5

備
考一

こ
の
表
の
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
︑
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い

う
︒

二

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
︑
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
︑
相

当
数
の
教
員
を
増
員
す
る
も
の
と
す
る
︒

イ

科
目
等
履
修
生
そ
の
他
の
生
徒
以
外
の
者
を
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
超
え

て
相
当
数
受
け
入
れ
る
場
合

ロ

主
た
る
校
地
か
ら
遠
く
隔
つ
た
場
所
に
面
接
に
よ
る
指
導
を
行
う
た
め
の
施
設
を
設
け
る
場
合
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別
表
第
四

通
信
制
の
学
科
の
校
舎
に
係
る
校
舎
面
積
︵
第
四
十
八
条
関
係
︶

イ

基
礎
校
舎
面
積
の
表

課
程
の
区

分

通
信
制
の
学
科
の
属
す
る

分
野
の
区
分

通
信
制
の
学
科
の
属
す
る

分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員

の
区
分

面

積

(平
方
メ
ー
ト
ル
)

高
等
課
程

又
は
専
門

課
程

工
業
関
係
︑
農
業
関
係
︑

医
療
関
係
︑
衛
生
関
係
又

は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

2
6
0

2
6
0
＋
1
.
8
×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

商
業
実
務
関
係
︑
服
飾
・

家
政
関
係
又
は
文
化
・
教

養
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

2
0
0

2
0
0
＋
1
.
5
×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

一
般
課
程

工
業
関
係
︑
農
業
関
係
︑

医
療
関
係
︑
衛
生
関
係
又

は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

1
3
0

1
3
0
＋
1
.
5
×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

商
業
実
務
関
係
︑
服
飾
・

家
政
関
係
又
は
文
化
・
教

養
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

1
3
0

1
3
0
＋
1
.
4
×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

備
考一

こ
の
表
の
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
︑
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い

う
︒︵
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
︒︶

二

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
︑
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
︑
相

当
の
面
積
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
︒︵
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
︒︶

イ

科
目
等
履
修
生
そ
の
他
の
生
徒
以
外
の
者
を
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
超
え

て
相
当
数
受
け
入
れ
る
場
合

ロ

主
た
る
校
地
か
ら
遠
く
隔
つ
た
場
所
に
面
接
に
よ
る
指
導
を
行
う
た
め
の
施
設
を
設
け
る
場
合

ロ

加
算
校
舎
面
積
の
表

課
程
の
区

分

通
信
制
の
学
科
の
属
す
る

分
野
の
区
分

通
信
制
の
学
科
の
属
す
る

分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員

の
区
分

面

積

(
平
方
メ
ー
ト
ル
)

高
等
課
程

又
は
専
門

課
程

工
業
関
係
︑
農
業
関
係
︑

医
療
関
係
︑
衛
生
関
係
又

は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

1
8
0

1
8
0＋
1
.
8×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

商
業
実
務
関
係
︑
服
飾
・

家
政
関
係
又
は
文
化
・
教

養
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

1
4
0

1
4
0＋
1
.
5×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

一
般
課
程

工
業
関
係
︑
農
業
関
係
︑

医
療
関
係
︑
衛
生
関
係
又

は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

1
1
0

1
1
0＋
1
.
5×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

商
業
実
務
関
係
︑
服
飾
・

家
政
関
係
又
は
文
化
・
教

養
関
係

八
十
人
ま
で

八
十
一
人
以
上

1
0
0

1
0
0＋
1
.
4×
(生徒

総
定
員
−

8
0
)

附

則

こ
の
省
令
は
︑
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒

〇
大
学
設
置
基
準
及
び
短
期
大
学
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

︵
抄
︶

平
成
二
四
・
五
・
一
〇

文

科

令

二

三

︵
大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
︶

第
一
条

大
学
設
置
基
準
︵
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
︶

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

目
次
中
﹁
第
二
条
の
三
﹂
を
﹁
第
二
条
の
二
﹂
に
改
め
る
︒

第
三
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
大
学
は
︑
法
令
の
規
定
に
よ
る

制
限
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
要
の
土
地
の
取
得

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
前
項
に
規
定
す
る
空
地
を
校
舎

の
敷
地
に
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
︑
学
生
が
休
息
そ
の
他
に
利
用
す
る
た
め
︑
適
当
な
空
地
を
有

す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
用
と
同
等
以
上
の
効
用
が
得
ら
れ

る
措
置
を
当
該
大
学
が
講
じ
て
い
る
場
合
に
限
り
︑
空
地
を
校
舎

の
敷
地
に
有
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
︒

�

前
項
の
措
置
は
︑
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
施
設
を

校
舎
に
備
え
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
︒

一

で
き
る
限
り
開
放
的
で
あ
つ
て
︑
多
く
の
学
生
が
余
裕
を
も

つ
て
休
息
︑
交
流
そ
の
他
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
︒

二

休
息
︑
交
流
そ
の
他
に
必
要
な
設
備
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
︒

第
三
十
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
大
学
は
︑
法
令
の
規
定
に
よ
る

制
限
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
要
の
土
地
の
取
得

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
前
項
に
規
定
す
る
運
動
場
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
︑
運
動
場

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
用
と
同
等
以
上
の
効
用
が
得

ら
れ
る
措
置
を
当
該
大
学
が
講
じ
て
お
り
︑
か
つ
︑
教
育
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
︑
運
動
場
を
設
け
な
い
こ
と

が
で
き
る
︒

�

前
項
の
措
置
は
︑
原
則
と
し
て
体
育
館
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
校
舎
と
同
一
の
敷
地
内
又
は
そ
の
隣
接
地
に
備
え
る
こ
と
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
︑
当
該
大
学
以
外
の
者
が
備
え
る
運
動
施
設
で
あ

つ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
を
学
生
に
利
用
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
︒

一

様
々
な
運
動
が
可
能
で
︑
多
く
の
学
生
が
余
裕
を
も
つ
て
利

用
で
き
る
こ
と
︒

二

校
舎
か
ら
至
近
の
位
置
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
︒

三

学
生
の
利
用
に
際
し
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
十
分
に
図
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
︒

︵
短
期
大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
︶

第
二
条

短
期
大
学
設
置
基
準
︵
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一

号
︶
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
︒

目
次
中
﹁
第
二
条
の
三
﹂
を
﹁
第
二
条
の
二
﹂
に
改
め
る
︒

第
二
十
七
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
短
期
大
学
は
︑
法
令
の
規
定
に

よ
る
制
限
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
要
の
土
地
の

取
得
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
前
項
に
規
定
す
る
空
地
を

校
舎
の
敷
地
に
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

お
い
て
︑
学
生
が
休
息
そ
の
他
に
利
用
す
る
た
め
︑
適
当
な
空
地

を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
用
と
同
等
以
上
の
効
用
が
得

ら
れ
る
措
置
を
当
該
短
期
大
学
が
講
じ
て
い
る
場
合
に
限
り
︑
空

地
を
校
舎
の
敷
地
に
有
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
︒

第
二
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
︒

�

前
項
の
措
置
は
︑
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
施
設
を

校
舎
に
備
え
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
︒

一

で
き
る
限
り
開
放
的
で
あ
つ
て
︑
多
く
の
学
生
が
余
裕
を
も

つ
て
休
息
︑
交
流
そ
の
他
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
︒

二

休
息
︑
交
流
そ
の
他
に
必
要
な
設
備
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
︒

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
︒

︵
運
動
場
︶

第
二
十
七
条
の
二

運
動
場
は
︑
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
︑
原
則

と
し
て
校
舎
と
同
一
の
敷
地
内
又
は
そ
の
隣
接
地
に
設
け
る
も
の

と
し
︑
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
適
当
な
位
置
に
こ
れ
を
設
け
る

も
の
と
す
る
︒

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑
短
期
大
学
は
︑
法
令
の
規
定
に

よ
る
制
限
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
要
の
土
地
の

取
得
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
前
項
に
規
定
す
る
運
動
場

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
︑
運

動
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
用
と
同
等
以
上
の
効
用

が
得
ら
れ
る
措
置
を
当
該
短
期
大
学
が
講
じ
て
お
り
︑
か
つ
︑
教

育
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
︑
運
動
場
を
設
け

な
い
こ
と
が
で
き
る
︒

�

前
項
の
措
置
は
︑
原
則
と
し
て
体
育
館
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
校
舎
と
同
一
の
敷
地
内
又
は
そ
の
隣
接
地
に
備
え
る
こ
と
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
︑
当
該
短
期
大
学
以
外
の
者
が
備
え
る
運
動
施
設

で
あ
つ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
を
学
生
に
利

用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
︒

1011



一

様
々
な
運
動
が
可
能
で
︑
多
く
の
学
生
が
余
裕
を
も
つ
て
利

用
で
き
る
こ
と
︒

二

校
舎
か
ら
至
近
の
位
置
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
︒

三

学
生
の
利
用
に
際
し
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
十
分
に
図
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
︒

附

則
︵
抄
︶

︵
施
行
期
日
︶

�

こ
の
省
令
は
︑
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
︒
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